
第 26号様式（第 63条関係） 

令和２年度 指定管理者モニタリングレポート 

施 設 名 鹿屋市文化会館及び鹿屋市王子遺跡資料館 

所 在 地 
鹿屋市文化会館    鹿屋市北田町１１１０７番地 

鹿屋市王子遺跡資料館 鹿屋市北田町１１１１０番地１ 

指定管理者 

名 称： 株式会社 まちづくり鹿屋                

代表者： 代表取締役 新屋 浩一                

住 所： 鹿屋市新川町６００番地                

連絡先： ０９９４－４１－１０３３                

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月） 

●現地調査（６月）１回 

●その他（ご意見ポストの設置） 

●事業決算の確認 

●利用者アンケート（公演後の 

ご意見ポスト） 

担当部課 

（問合せ先） 
教育委員会生涯学習課 電話0994－31－1138（内線3651） 

 

【モニタリングの総合評価】 

１ 設置目的の達成について 

（１） 文化会館は、年間利用者数50,000人以上の目標に運営しているが、令和２年

度実績は11,516人であり、目標者数を下回った。利用者が大幅に減少した主な

要因として、今年度については、新型コロナウイルス感染症の影響で、興行イ

ベントの開催が少なかったことや、開催された場合でも人数制限を行ったこと

が考えられる。 

（利用者数の推移）                        単位:人 

年  度 
平成 30年度 

(a) 

令和元年度 

(b) 

令和２年度 

(C) 

増減 

(c)-(b) 

利用者数（文化会館） 54,525 40,464 11,516 △28,948 

 
（ホール） (53,118） (40,062) (11,285) （△28,777） 

（リハーサル室） (1,407） (402) (231) (△171) 

利用者数（王子遺跡資料館） 1,310 1,048 890 △158 

合   計 55,835 41,512 12,406 △29,106 

２ 市民サービスの向上について 

(1) 事故は発生しなかった。 

(2) 自主文化事業については、自主文化事業検討委員会にて市民の意見を聞くな

ど、多様な芸術分野から、幅広く演目の選定を行っている。今年度は新型コロナ

ウイルス感染症の影響で３事業の開催を中止し、３事業のみの開催となったが、

高校生ミュージカル「ヒメとヒコ」では、通常の公演に加え、今回初めて公演映

像の有料配信を行うなど、デジタルコンテンツを活用し、コロナ禍に対応した工

夫が見られたことは高く評価したい。 

３ 経費削減について 

   光熱水費について、電力供給会社を見直すことで経費削減を図った。また、施

設の修繕について、軽微なものは職員で対応するなど努力している。 

４ 総評 

   今年度から、タブレット端末を利用したレジの導入、電子チケット販売システ

ムやキャッシュレス決済の導入など、新たな取り組みや業務の効率化にも積極的

に取り組んでいる。また、施設の老朽化が懸念される中、創意工夫を図り、大隅

の公立文化施設の中心施設として適切に運営されている。 

 



【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

(1) リナシティかのやとの共存共栄（両施設の利用者数の増加につながる施策）  

(2) 公立文化施設の大隅半島圏域での相互の利益に繋がる連携実施 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

(1) 長寿命化計画に基づく施設の改修 

(2) 施設利用者の安全確保 

 

⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

① 合目的性・公平性・効果性 

文化会館は、大隅の文化振興の中心的役割を果たしている。引き続き文化会館とリ

ナシティかのや、２つの公立文化施設の連携による相乗効果で利用者増に繋げたい。 

 

⑵業務内容 

① 機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

自主文化事業においては、コロナ禍で事業の開催が困難な状況の中、対策を徹底し、

「ウインターミュージックフェスティバル」や「高校生ミュージカル ヒメとヒコ」を

開催するなど、一定の集客を確保し、来場者から好評を得たことは高く評価できる。 

今後も、学校、各種団体、鹿屋市市民交流センター芸術文化学習プラザとの連携を

継続するとともに、収益を上げるために更なる営業努力を期待したい。 

 

② 責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

 館長を中心に職員が連携して業務を遂行しており、要望などにも対応している。 

 

③ 明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

経理面では本社管理のもと適切に運営されている。 

 

④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

施設管理業務として、日々の点検活動・清掃等を入念に行うなど早期発見早期対応、

安全性の確保に努めている。緊急時の体制についても、マニュアルを作成している。 

 

④ 社会性（環境等への配慮） 

 施設周辺の除草作業を行うなど、地域活動にも積極的に関わっている。また、新型

コロナウイルス感染拡大防止対策として、換気及び消毒の強化を実施している。 

⑶事業収支 

① 経済性 

 事業収支は黒字であるが、新型コロナウイルス感染症の影響で、貸館使用料収入や

自主文化事業のチケット販売に伴う収入が大幅に減少している。 

 

⑷団体の経営状態 

① 経営の健全性 

財務比率について、自己資本比率74.2％、流動比率393.9％、固定比率1.2％、総

資本経常利益率3.2％と一般的な基準を満たしており、過去の実績からも経営は健全

であると思料する。 

 



第 27号様式（第 63条関係） 

施 設 概 要 調 書 

１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市文化会館及び鹿屋市王子遺跡資料館 所 管 課：生涯学習課 

所 在 地 
鹿屋市北田町11107番地 

（王子遺跡資料館 北田町11110番地1） 

設置年月日：昭和52年５

月（資料館 昭和59年11

月） 

設 置 目 的 芸術文化の振興及び市民の教養の向上に資するため  

設置の根拠 

（法令、条例等） 

鹿屋市文化会館条例、鹿屋市文化会館条例施行規則 

鹿屋市王子遺跡資料館条例、鹿屋市王子遺跡資料館条例施行規則 

施設の概要 設備の概要 敷地面積 6,594.43㎡ 

延床面積 4,197.05㎡ 

《有料》 

鹿屋市文化会館条例第９条に規定する利用料金 

《無料》 

鹿屋市王子遺跡資料館条例第５条により無料 

事 業 概 要 （１）鹿屋市自主文化事業の実施 

（２）貸館事業の実施 

（３）王子遺跡資料館の展示及び見学者への説明 

（４）文化会館施設設備の維持管理 

 

２ 経営分析評価指標 

① 事業収支 8,785,484円 ④外部委託費比率 32.3％ 

②利用料金比率 2.2％ ⑤利用者あたり管理運営コスト 3,931.7円/一人 

③人件費比率 32.4％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 4,406.0円/一人 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 
 

文化会館296日（ﾎｰﾙ：296日） 

王子遺跡資料館337日 

開館時間 文化会館 

午前９時から午後10時まで 

王子遺跡資料館 

午前９時から午後５時まで 

文化会館 

午前９時から午後10時まで 

王子遺跡資料館 

午前９時から午後５時まで 

事業開催 自主事業15,000,000円以上 自主事業  6,153,180円 

 

４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等 

利用回数 

ホール  １９６回 

リハーサル室  ２１回 

計  ２１７回 

施設利用 

人数 

ホール  １１，２８５人 

リハーサル室  ２３１人 

王子遺跡資料館  ８９０人 

計  １２，４０６人 

相談件数  ０人 

講座参加者数  ０人 

合 計  １２，４０６人 



５ 事業収支                        （単位：千円） 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

ホール等使用料（貸館） ５，２５８ １，２９１ 

自主文化事業収入 

（ﾁｹｯﾄ販売） 
５，０９２ １，６１０ 

指定管理料 ５４，４５０ ５４，６６１ 

その他収入 ０ ０ 

収入計（Ａ） ６４，８００ ５７，５６２ 

人件費 １２，６５７ １５，８２２ 

光熱水費 １０，９１０ ５，４７５ 

修繕費 ４５８ ４５８ 

管理費 ２，７６６ ２，３４９ 

委託料 ２２，６５３ １５，７４７ 

自主文化事業費 １５，２７８ ６，１５３ 

公租公課 １１ ２，０１９ 

負担金・その他 ６７ ７５４ 

支出計（Ｂ） ６４，８００ ４８，７７７ 

収支（Ａ）－（Ｂ） ０ ８，７８５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 28号様式（第 63条関係） 

指定管理者自己評価表 

令和 3年 5月 25日 

 

指定管理者  株式会社 まちづくり鹿屋   

 

施 設 名  鹿屋市文化会館        

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 
１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っているか ③・2・1 

執 

行 

体 

制 

２ 人員の配置が適切であるか ③・2・1 

３ 従業員に対し、業務に必要な研修や教育を適切に行っているか ③・2・1 

４ 就業規則等を遵守し、雇用者の労働環境を確保しているか ③・2・1 

５ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ③・2・1 

安

全

対

策 

６ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めている

か 
③・2・1 

７ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や初

動対応要領の作成等） 
③・2・1 

サ 

ー 

ビ 

ス 

の 

質 

８  親切丁寧な接客に努めているか ③・2・1 

９ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ③・2・1 

10 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか 3・②・1 

11 サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ③・2・1 

報
告
事
項 

12 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ③・2・1 

13 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告している

か 
③・2・1 

経
営
状
況 

14 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか 3・②・1 

15 事業収支は妥当であるか 3・②・1 

総 合 

評 価 

(所感) 

前年度に引き続き、創意工夫を行いながら業務改善に前向きに取り組んだ。年度前半、

新型コロナウィルスの影響により館の利用が著しく低下したが、館内の清掃や外壁の清

掃等を行うなど、館の維持・管理業務に積極的に取り組んだ。また、自主文化事業にお

いて電子チケットの導入や映像配信等へ取り組むとともに、受付でのキャッシュレス決

済の導入等を推進し、利用料金等のキャッシュレス決済を可能とした。 

【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・

反省点を踏まえた所感を記載すること。 

 

 


